
平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
提
出

質

問

第

一

四

号

最
低
賃
金
と
生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

14



最
低
賃
金
と
生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
七
月
十
四
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
最
低
賃
金
で
働
い
て
得
る
収
入
よ
り
、
生
活
保
護
で
受
け
取
る
収
入
の
方
が
上
回
る

逆
転
現
象
が
生
じ
た
地
域
が
、
十
二
都
道
府
県
に
な
っ
た
と
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
労
働
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

最
低
賃
金
で
働
い
て
得
る
収
入
よ
り
、
生
活
保
護
で
受
け
取
る
収
入
の
方
が
上
回
る
逆
転
現
象
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

二

生
活
保
護
の
場
合
、
税
や
医
療
費
、
教
育
関
係
費
の
免
除
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
入
と
負
担
と
を
加
味
す
る
と
最
低

賃
金
で
働
い
て
収
入
を
得
る
よ
り
も
、
実
質
的
な
逆
転
現
象
の
差
が
大
き
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
。

三

逆
転
現
象
を
ど
の
よ
う
に
是
正
し
て
い
く
の
か
。

四

民
主
党
は
昨
年
の
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
最
低
賃
金
時
給
千
円
を
国
民
に
約
束
し
た
が
、
い
つ
か
ら
実
施
さ
せ
る

の
か
。

一



五

四
に
関
連
し
、
民
主
党
が
国
民
と
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
最
低
賃
金
時
給
千
円
を
実
施
す
れ
ば
、
国
内

の
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
経
営
者
側
に
悪
影
響
を
与
え
、
倒
産
が
増
え
、
雇
用
そ
の
も
の
が
悪
化
し
て
い
く
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。
ま
た
、
国
際
競
争
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

六

四
及
び
五
に
関
連
し
、
平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日
、
青
森
市
で
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
地
方
公
聴
会
の
場

で
、
公
述
人
の
一
人
と
し
て
出
席
さ
れ
た
連
合
青
森
の
事
務
局
長
が
私
の
質
問
に
対
し
、
時
給
千
円
に
は
反
対
で
あ
る
と
明

言
し
て
い
た
。
民
主
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
連
合
が
時
給
千
円
に
反
対
す
る
と
い
う
意
見
に
対
し
、
菅
内
閣
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


